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研究成果の概要（和文）： 本研究は、日本と中国の都市を対象に、農業の多面的機能を通じた都市アメニティ
の提供が都市の持続性と創造性を促進するメカニズムを解明した。具体的には、都市の持続可能な発展のために
創造性の高い人々（創造的な職業と創造的な思考の両方）を住まわせることが必要であり、これらの人々を惹き
つける要因の1つとして、農業の多面的機能を通じた都市アメニティの提供が重要である。また、ソーシャル・
ビジネスとしての都市農業は、社会的起業家精神と事業の発展を通じて、社会的制度の変化を引き起こし、都市
の持続性の向上に寄与することが可能である。

研究成果の概要（英文）：This research clarified the mechanism by which the provision of urban 
amenities through the multi-functionality of agriculture promotes the sustainability and creativity 
of cities in Japan and China. Specifically, it is clarified that the sustainable development of 
cities requires the inhabitation of highly creative people (both creative professions and creative 
thinking), and one of the factors that attracts these people is to provide urban amenities through 
the multi-functionality of agriculture. In addition, it is clarified that urban agriculture as a 
social business causes changes in social institutions and contributes to the improvement of urban 
sustainability through social entrepreneurship and business development.

研究分野：農業経済学、地域研究

キーワード： 都市農業　多面的機能　創造性　持続性　社会的起業家精神　社会関係資本

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、既存の農業経済学だけでなく、都市経済学、認知科学、起業行動・組織論や制度論のアプロー
チを融合した学際的研究によって得られた成果であり、社会的イノベーションの研究を進展させているという点
で学術的意義を有する。また、都市の持続的発展に資する革新的な農業モデルの実態と課題の解明を通じて、今
日の都市が抱える食料安全保障問題や環境問題および格差・孤立などの問題の解決や、SDGs（Sustainable 
Development Goals：持続可能な開発目標）の実現に向けての幅広い政策提言に貢献するため、本研究の社会的
意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 一般的には、都市の発展に伴い地価が上昇すると、多くの農地が非農業の用途へと転用・開発
され、農業は都市において不要なものであるとみなされることが多い。一方で、農業は、食料だ
けではなく、環境保全、景観形成、農業体験の場などを提供し、経済性、環境保全、社会性のト
リプルボトムラインの側面から構成される農業の多面的機能(Mulitifunctionality of Agric.)を有し
ている（OECD 2001: Multifunctionality: Towards an Analytical Frameworkなど）。そして、都市政策
や都市計画を通じて土地税制やゾーニングのあり方によって、これらの機能の関係性も変化し
得る。 
 このような背景の下で、日本では 2015年に、都市農業の多面的機能の発揮、良好な市街地形
成と農業の共存、および国民の理解の促進を基本理念とした、「都市農業振興基本法」が制定さ
れている。中国では急速な経済成長の中都市開発の圧力は極めて強いが、三農問題の解決、新農
村建設が政策の重要課題として掲げられ、一部の都市近郊地域では観光農園、農家レストラン、
教育ファームなど都市住民の農業アメニティに対するニーズを対応した新しいタイプの農業経
営体が出現している。 
 また、近年の国内外の研究では居住者の創造性（クリエイティビティ）が都市成長の重要な要
因の一つであると報告されている（Florida R. 2002: The Rise of the Creative Class: and How It's 
Transforming Work, Leisure, Community and Everyday Life）。クリエイティブクラスと地域経済との
関係については、地域条件によって異なるものの、所得水準、雇用成長、企業家精神に影響を与
えていることが明らかにされている（例えば、Hoymand and Faricy  2009; Gabe et al.(2007)）。ま
た、自然環境などのアメニティ、地域の寛容さ（tolerance）や開放性(openness)がクリエイティブ
クラスの生成を促すことが報告されている（例えば、Boschma and Fritsch 2009; McGranahan and 
Wojan 2007; McGranahan et al.2011）。 
一方、農業のアメニティについては、Zasada(2011)、Randall(2002)、Hiromasa and Fukazawa(1992) 
をはじめとした多面的機能の評価に関する研究があるが、クリエイティブクラスと関連付けた
研究はほとんど存在しない。しかし、研究代表者の日本（東京都市圏）を対象とした予備的な分
析の結果では、都市農業のアメニティが都市のクリエイティブクラスを惹きつけていることが
統計的に明らかにされている（Kiminami A. and Kiminami L. 2016: Urban Agriculture and Sustainable 
Development of Cities,14th PRSCO Summer Instiute）。つまり、農業の振興がアメニティ（Amenity: 
多面的機能を享受する側面から見た農業の魅力要因）を高め、創造性と生産性の高いクリエイテ
ィブクラスを惹きつけ、地域における社会的課題解決と持続的な成長をもたらす可能性がある。 
  
２．研究の目的 
 本研究の目的は、 都市の持続的発展研究と農業の多面的機能研究を融合し、日本と中国の都
市を対象に、都市農業
の多面的機能に基づ
くアメニティの発揮
が都市の持続性と創
造性を促進するメカ
ニズムを解明し、同地
域における持続的発
展に求められる革新
的な農業に基づく社
会的イノベーション（社
会的課題の解決によ
るより善い社会の実
現を目指し、新たな価
値観の下で、人々の相
互関係や社会の仕組
みを変えていくプロ
セス；野中ら 2014）
の課題を明らかにす
ることである（図１を
参照）。  
 
３．研究の方法 
 本研究では、 以下の３つのサブ課題を設定し、理論と実証の両方の側面から課題にアプロー
チした。課題Ⅰと課題Ⅱは仮説生成型の研究、課題Ⅲは仮説検証及び理論再構築の研究として位
置付けられる。また、分析手法には、仮説生成には先行研究のサーベイ、既存の資料・統計の分
析、アンケート調査やインタビュー調査の予備的分析を用いる。仮説検証では、定量的分析とし
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図１．農業のアメニティと都市の創造性の関係に関する分析枠組みと仮説

仮説3

仮説2

定量的分析

仮説1

都市住民

都市の持続的発展

社会制度

都
市
農
業
の
多
面
的
機
能

[

農
業
の
ア
メ
ニ
テ
ィ]

都市アメニティ

出所：Kiminami et al.(2019)のFig.3を改訂.
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て共分散構造分析（Structural Equation Modelling: SEM）及び空間計量経済分析、定性的分析とし
て複線経路・等至性モデル（Trajectory Equifinality Model: TEM）分析の２つを用いる（表１を参
照）。  
 
 表１．研究方法と分析手法 

サブ課題 位置付け 分析手法 
課題Ⅰ. アメニティの高い農業の実態解明 
       （革新的・先端的な都市農業と起業家） 

仮説４の
生成 

・先行研究のサーベイ 

・既存の資料・統計の分析 

・アンケート調査の予備的分析 

・インタビュー調査の予備的分析 
課題Ⅱ. クリエイティブクラスの生成とアメニ

ティ享受のメカニズムの解明 
仮説１-
３の生成 

課題Ⅲ．農業のアメニティ発揮を通じた都市の持
続的発展に関する理論フレームワーク
の構築 

仮説検証
と理論の
再構築 

・定量的分析（共分散構造分析、空間計量経

済分析） 

・定性的分析（都市農業起業家のTEM 分析） 
 
４．研究成果 
 各課題に関する主な研究成果及びその総括結果は以下のように整理できる。 
 
（１）課題 I「アメニティの高い農業の実態解明」 

 まず、日本については、関連省庁およ
び関連協会等の事例集を利用して分析を
行い、日本における先端的農業の事業・起
業のプロセスとビジネス・モデルを解明
するためのデータベースの作成と類型化
および調査対象事例の選定を行なった。
また、公刊統計および資料を用いて、政令
指定都市と東京都特別区を対象に、経済
性、社会性及び環境性の３つの評価指標
を作成・統合し、都市農業の多面的機能及
び持続性のパフォーマンスを評価・分析
した（図２を参照）。 
なお、関連する領域として、日本におけ
る産業全体での状況を把握するため、都
道府県データを用いて起業家精神と起業
環境が開業率に与える影響を明らかにし
た。また、日本の新規開業企業を対象に、
ソーシャル・ビジネスの革新性に及ぼす
要因の特質を明らかにした。 

 次に、中国では先端的農業（大規模有
機・観光農業、屋上農園、コミュニティ・
ガーデン）の事業・起業のプロセスを解明
するために上海市での現地調査（インタ
ビュー調査と現地視察）を行ない、日本では東京都内の都市農業に関する実態調査を行った。 
以上の分析結果をふまえて、実証仮説４を設定した。 

 
 仮説４：都市農業における社会的起業家精神(Social Entrepreneurship: SE)は、社会制度(Social 

Institutions)の影響を受けながら、ソーシャル・ビジネス(Social Business: SB)の実績を
通じて、高めることができる。 

 
（２）課題Ⅱ「クリエイティブクラスの生成とアメニティ享受メカニズムの解明」 

 東京都と上海市の住民に対して大規模なアンケート調査を通じて都市農業のアメニティがク
リエイティブクラスの認知構造とライフスタイルの選択との関係を解明した。また、クリエイテ
ィブ思考と職業の関係を整理し、アンケート調査によってその共通性と相違性を明らかにした。 
なお、関連する領域として、日本の主要都市（東京都特別区、政令指定都市、県庁所在都市）
を対象に、都市アメニティがクリエイティブ職業の生成に与える影響、また、文化的多様性とク
リエイティブ職業のジェンダー格差が都市の持続的発展に与える影響を統計分析によって明ら
かにした。これらの分析結果を踏まえて、下記の実証仮説 1〜３を設定した。 

 
仮説１：クリエイティブ思考を有する人々は、農業の多面的機能を強く選好する。 
 仮説２：クリエイティブ思考を有する人々は高い水準のソーシャル・キャピタルを有する。 
 仮説３：クリエイティブ思考を有する人々は、ソーシャル・ビジネスへの関与意向が強い。 
 
 

図２．都市農業のパフォーマンス評価
（東京都特別区、政令指定都市）

注：各要素は、正規化後(最小0、最大1)の平均値である。
（）内は総合順位を示す。

出所：Kiminami et al. (2020)より一部抜粋の上作成。



（３）課題Ⅲ「農業のアメニティ発揮を通じた都市の持続的発展に関する理論フレームワークの
構築」（仮説の検証と理論の再構築） 
  共分散構造分析と空間計量経済分析を用いて、仮説１〜３を検証した。 まず、東京都と上海
市の住民に対する大規模なアンケート調査の結果に基づいて、共分散構造分析を適用し、3つの
仮説を検証した（図３を参照）。いずれの都市においても、仮説１「クリエイティブ思考を有す
る人々は、農業の多面的機能を強く選好する。」と仮説２「クリエイティブ思考を有する人々は
高い水準のソーシャル・キャピタルを形成する。」が検証された。さらに、「クリエイティブ思考
を有する人々は、ソーシャル・ビジネスへの関与意向が強い。」が検証された（仮説３）。ただし、
東京都においては、クリエイティ
ブクラスは多様なライフスタイル
を志向していることが明らかにな
ったが、上海市の分析結果からは
クリエイティブクラスが一様に
「自己実現」のライフスタイルを
好んでいることが明らかになっ
た。 
 また、上海市については、空間計
量経済分析を用いて、クリエイテ
ィブ職業の都市住民の集積に対し
て、都市農業のアメニティが及ぼ
す影響を分析し、クリエイティブ
職業の集積には物理的な近接性と
いう意味での空間的自己相関があ
ること、アメニティの特性（経済
性・環境性・社会性）によって集積
に及ぼす影響が異なることが明ら
かになった。 
 次に、上記の３つの仮説が大都市以外においても支持されるか検証するために、日本の政令指
定都市（横浜市、千葉市、さいたま市、新潟市）を対象に実施したアンケート調査を行い、概ね
同様な検証結果が得られた。すなわち、本研究の仮説は、都市規模（グローバル都市とそれ以外）
や マクロ的な経済・社会環境特性の異なる地域（日本と中国）においても支持されることがわ
かった。 
 最後に、仮説４に関しては、革新的な都市農業のソーシャル・ビジネスとして４事例（地域住
民協働型の市民農園、生産者・消費者交流型の畜産経営、ワイナリークラスター、資源循環型・
事業多角化型の農業経営）を選定し、
TEM 分析を行なった（図４を参照）。
経営の意思決定を分岐点（Bifurcation 
Point: BFP）として設定し、起業家精神
の発展にネガティブな影響を及ぼす社
会制度的方向付け（Social Institutional  
Guide :SID）、ポジティブな影響を及ぼ
す 社 会 的 ガ イ ド （ SIG: Social 
Institutional Guide）を整理し、多様な発
展経路を整理した。その結果、ソーシ
ャル・ビジネスの発展は、社会的制度
→社会的起業家精神→社会的事業の好
循環によって実現され、特に社会関係
資本は社会的事業の設立の初期とビジ
ネス発展の過程の双方において重要な
役割を果たしていることが明らかにな
った。 
 
（４）研究成果の取りまとめと今後の研究展望 
 最終年度には、補足調査・分析及び分析結果の総括を行った。具体的には、中国上海市におけ
る都市農業（主にコミュニティ・ガーデンに対する住民の認知・評価、TEM 分析）の分析、日
本の都市農業における先進事例の定性分析（TEM分析に 3事例を追加、レーダーチャート分析）
を行った。 
 以上の研究を通じて、農業のアメニティ向上を通じた都市発展のメカニズムを明らかにし、日
本と中国における都市の持続的発展に資する農業開発の課題を導出した（Springer より英語書籍
を出版予定）。なお、本研究を発展させた研究プロジェクトとして、令和二年度より科研費（基
盤 C）を獲得し、社会的起業家精神が都市農業を通じて、地域の課題を解決し、共有価値の創造
（Creating Shared Value: CSV）を引き起こすメカニズムを明らかにする研究を進めている。 
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図３. 共分散構造分析の結果（上海市・東京都・４都市）
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